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社会福祉法人日吉たには会 

法 人 理 念 

「利用者本位」「誠 実」「貢 献」 
 

 

行 動 指 針 

①すべての人に、「まごころ」を持ち対応します  

②ご利用者の思いを察し、喜びと安らぎを提供します 

③福祉専門職として、良質なサービスを提供します 

④笑顔あふれる、明るい未来に向けた事業を展開します 

⑤地域福祉の中核となり、住みよい社会づくりに貢献します 

 

 

 

 

 

祝賀式終了後、御臨席いただいた来賓、新１００歳を迎えられたご利用者とご家族、白寿、

卒寿、米寿を迎えられたご利用者の皆様と記念撮影を行いました。 



－２－ 

９月１８日、第二ケアハウスホールにて敬老祝賀式を開催しました。 

式には京都府南丹広域振興局 副局長 井関洋人様、南丹市福祉保健部長 川勝美穂子様、南

丹市社会福祉協議会 副会長 塩貝潔子様、南丹市福祉保健部 高齢福祉課長 橋本千代様のご臨

席をいただきました。 

井関洋人京都府南丹広域振興局副局長は新１００歳の方を対象に京都府知事と内閣総理大臣

からのお祝い状のご披露と記念品を贈呈していただきました。その後、『ご家庭や地域を見守

り支えながら、今日の京都を築いてこられた皆様の歩みに深く敬意を表します。皆様の一層の

御長寿とご家族・関係の皆様のご多幸をお祈りいたします。』と、京都府知事よりの祝辞を代

読されました。 

川勝美穂子南丹市福祉保健部長からは記念品の贈呈と、『長く生きられるようになった今の

時代、大切にしたいのは心も体も自分らしく幸せに過ごせる時間です。これからも様々な出会

いや交流を大切に過ごしていただければ幸いです。』と、祝辞を頂戴しました。 

塩貝潔子南丹市社会福祉協議会副会長からは『時代の移ろいの中で、長きにわたり、ご家族

のため、そして郷土発展のために頑張ってこられましたことに、深く敬意と感謝を申し上げま

す。』と、祝辞を頂戴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

振興局副局長よりお祝い状の  南丹市保健福祉部長よりお祝  南丹市社会福祉協会副会長より 

ご披露            い品の贈呈          ご祝辞 

 

 

 

 

 

 

白寿祝訪問 
６月２６日に第二ケアハウス入居者 田中幸枝さん、７月２３日に老健入所者 木下ま

さヱさんに、白寿祝として南丹市から副市長、市長が来所され、ご家族と一緒にお祝い品

を頂かれました。田中さんは「施設長様はじめ職員の皆様に只々感謝一杯の日々を過ごさ

せていただき、とても幸せです。」と話されていました。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

   田中幸枝様（第二ケアハウスはぎの里）    木下まさヱ様（老人保健施設はぎの里） 

 

 

 

 



－3－ 

夏に実施した行事から  ―特養七夕レクリエーションー 

７月４日に「ボランティアさん」に来ていただき、特養入所者が一堂に会してのレクリ

エーションを６年ぶりに開催しました。 

「幸せなら手をたたこう」を歌いながら体を動かし、花筒を振りながら「花笠音頭」を歌

うなど、「暑いなあ」と言いながら、声を出して体を動かしました。風船バレーでは、い

つもよりも腕や手を高く上げて風船を飛ばしておられ、夢中になると「できる事」が増え

ていました。 

感染症対応でユニットごとのレクリエーションは行っていましたが、多くのみんなで一

緒に歌ったり、身体を動かすことは、とても楽しく、ご利用者からも「楽しかった」「ま

たしてや」との多くの声をいただきました。 

レクリエーション後もすぐに戻らずに、ボランティアさんと握手をされ、名残惜しそう

にされる様子をみていると、「生活の中の楽しみ」の提供の大切さを再認識しました。 

デイサービスホールを借りて実施しました     風船を使った『風船バレー』も行いました 

 ―ケアハウスお楽しみ会（日吉ゆう薬局からのお話）― 

７月７日・８日と両ケアハウスへ日吉ゆう薬局の薬剤師さんに来園して頂き、年々、気温が

高い日が多くなってきており、熱中症にならない為の対策をお話しして頂きました。ご利用

者さんも熱中症にならない為にしっかりお話を聞いておられました。途中に熱中症について

の〇×クイズもあり楽しんでおられる姿もみられました。  

 

 
 



４月 ５月 ６月 ７月 ８月

１介護老人福祉施設（長期入所） 16 16 16 16 18

６月 ７月 ８月

43 43 41 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

42.2 44.3 42.8 26 27 27 28 29

２短期入所生活介護（ショートステイ）
６月 ７月 ８月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

43 44 42 9 10 10 10 9

6.3 6.1 6.7 84 72 82 84 60

地域密着型通所介護 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

６月 ７月 ８月 22 20 21 22 22

393 405 352 196 175 173 156 176

15.1 15.0 13.5 身体介護 50 53 46 23 22

身体・生活 35 29 37 34 45

生活援助 70 62 60 59 45

居宅介護支援 総合事業 41 31 30 40 64

６月 ７月 ８月

74 74 70 地域密着型通所介護
32 31 31 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

8 9 8 15 45 52 57 70

1.9 3.5 4.0 4.1 5.4

１介護老人保健施設（長期入所）
６月 ７月 ８月

84 82 83

85.0 81.7 82.0

２短期入所療養介護（ショートステイ） １地域密着型介護老人福祉施設
６月 ７月 ８月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

12 8 6 19 13 18 20 19

2.0 1.3 1.1 18.5 17.5 17.0 19.5 19.0

３通所リハビリテーション（デイケア） ２認知症対応型共同生活介護
６月 ７月 ８月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

675 681 634 17 17 16 18 18

26.0 25.2 24.4 16.9 17.1 17.2 17.7 18.0

定員２５名

定員３２名

月初入居者数

利用実人員

訪問延回数

月初入居者数

月平均入居者数

定員２０名

月末入所者数

月平均入所者数

定員１８名

月末入居者数延利用者

１日平均利用者数

５月

１日平均利用者数

682 640

４月 ５月

26.2 24.6

長期空室利用 ４月 ５月

8 12延利用者数

83

78.5

77

78.7

定員３０名

１日平均利用者数

月末入所者数

月平均入所者数

1.2 2.0

定員１００名

４月

75

30

10

居宅介護計画作成件数

介護予防計画作成件数

介護予防ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄA

利用状況

382

15.2 14.7

延利用者

１日平均利用者数

５月

４月

396

５月

37

6.0

５月

４月定員５０名

月末入所者数

月平均入所者数

４月

42

定員１０名

延利用者数

１日平均利用者数

定員18名 ４月

５月

76

29

8

4.8

42

43

42.741.1

定員10名

延利用者

利用実人員

訪問延回数

老人保健施設はぎの里

第二ケアハウスはぎの里

特別養護老人ホームはぎの里

ケアハウスはぎの里

はぎの里訪問介護事業所

はぎの里オアシス

はぎの里興風デイサービスセンター

☆ありがとうございました 4月１１日から9月１０日まで（順不同・敬称略）

ｶｯﾄｻﾛﾝ うえはら ﾍｱｰｸﾗﾌﾄ カツダ サロン・ド・あみ モリモト美容室 美容室HANA

芦田喜之 匿名 湯浅 匿名 米３０キロ 園部ロータリークラブ

その他、お世話になりました皆様、ご利用者・ご利用者家族の皆様、誠にありがとうございました。

はぎの里訪問リハビリテーション事業所

秋風に吹かれて。今がベストシーズンのアオリイカ釣り

心地よい秋風が吹き抜ける堤防は、今がアオリイカの釣りのベストシーズンとなります。

秋イカ釣り（エギング）の魅力は、数釣りが楽しめる事です。この時期に生まれたイカは

好奇心が旺盛でカラフルなエギを元気に追いかけてきます。澄んだ秋の水面越しにイカが

サッとエギに抱きつく瞬間が見える事さえあります。

爽やかな秋晴れの中、のんびりと海を眺めながらイカとの駆け引きを楽しむ時間は格別で

す。さらに釣ったばかりの柔らかく甘みが強いアオリイカはお刺身や天ぷらで味わえば、

最高の秋の味覚を堪能できます。五感で秋を満喫できるイカ釣りに出かけてみてはイカが

でしょうか？

ひとりごと

はぎの里ケアプランセンター

はぎの里デイサービスセンター

- ４ -


